
（1） 平成２０年９月１日号　№１１ （4）

　
こ
の
度

、
島
田
市
自
治
会
連
合
会
金
谷
地
区
会
と
金
谷

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
の
連
名
で
要
望
し
て
お
り
ま
し
た

金
谷
地
区
の
お
悔
や
み
情
報
の
提
供
を
島
田
市
よ
り
受
け

ら
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
の
で

、
次
号
の

「
ほ
ほ
え
み

」

か
ら
掲
載
を
開
始
し
ま
す

。

　　
市
役
所
窓
口
で
死
亡
届
を
提
出
し
た
時
に

「
ほ
ほ
え

み

」
へ
の
掲
載
の
承
諾
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
み

、
次

の
要
項
で
掲
載
し
ま
す

。

①
死
亡
者
氏
名
・
年
齢
・
死
亡
日
・
町
名

（
通
称
名

）

②
前
々
月
十
六
日
か
ら
前
月
十
五
日
ま
で
の
情
報
を
ま
と

　
め
て
掲
載
し
ま
す

。

（
ほ
ほ
え
み
は
当
月
一
日
発
行

）

③
死
亡
者
氏
名
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て

、
特
殊
漢
字
は

　
常
用
漢
字
に
置
き
換
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

④
前
記
以
外
の
情
報
は

、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

　
律
に
よ
り
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん

。

　
　
　
　
　

（
金
谷
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
広
報
部
会

）

―
お
悔
や
み
情
報
に
つ
い
て
―

ＦＭ島田に金谷の番組ができます！題して

“かなや物語”
１０月に開局されるＦＭ島田で、

金谷を紹介する番組の準備がすすんでいます。

企画には、金谷コミュニティ委員会広報部会が参加し、

金谷の魅力や元気を伝える番組を目指していきます。

地域の自慢やとっておき情報などをお待ちしていますので、

どしどしご提供ください。

放送日などは、１０月号でお知らせいたします。

　　　　　　　　　　　　　　広報部では、
　　　　　　　　　　　　　　この「ほほえ
　　　　　　　　　　　　　　み」の発行の
　　　　　　　　　　　　　　ほか、ホーム
　　　　　　　　　　　　　　ページの開設
　　　　　　　　　　　をめざしています。
また、ＦＭ島田のコミュニティ番組で金谷を
紹介する企画への参加など、情報発信の場が
広がっています。
　金谷が大好きな方！
　　情報発信に興味のあるみなさん！
　　　　　　協力していただけませんか。

これを機会にパソコンを覚えたいという方も
大歓迎です！
メールや相談用のブログを使って、仕事を持
っている方でも無理のない体制で取り組んで
います。

■連絡先：
上記金谷コミュニティ委員会まで。担当奥村

　
金
谷
地
区
の
工
芸
家
四
人

に
よ
る
作
品
展
が
石
畳
茶
屋

の
展
示
室
で
開
か
れ
ま
す

。

　
木
彫
家
・
鈴
木
誠
司
氏

志
戸
呂
焼
・
細
井
陶
游
氏
・

丸
山
茂
己
氏
　
石
彫
家
・
土

屋
誠
一
氏
が

、
地
元
の
皆
さ

ん
に
自
分
た
ち
の
作
品
を
紹

介
す
る
と
共
に

、
日
本
の
伝

統
的
な
工
芸
品
を
理
解
し
て

も
ら
お
う
と
企
画
し
た
作
品

展
で
す

。

　
志
戸
呂
焼
の
器
類

、
木
彫

り
の
仏
像
や
童

、
石
彫
刻
の

お
地
蔵
さ
ん
や
ふ
く
ろ
う
等

の
作
品
が
展
示
さ
れ
る
予
定

で
す

。

　
ま
た

、
四
人
の
工
芸
家
と

気
軽
に
話
せ
る

「
創
り
手
と

語
ろ
う
！

」
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

。

　
芸
術
の
秋
に

、
郷
土
の
工

芸
作
家
の
作
品
に
ふ
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

。

・会場：石畳茶屋　展示室
・会期：９月２０日（土）から
　　　　　　　　２８日(日）まで
・時間：午前９時から
　　　　　　　　　午後５時まで
・創り手と語ろう
　　　９月２３日（火・秋分の日）
　　　午前１０時から
・入場無料
・問い合わせ
　　　　　　土屋　４５-０５６７

五
和
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の

　
着
工
は
十
二
月
か
ら
に
な
り
ま
し
た

。

　
七
月
三
十
一
日

、
五
和
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
検
討
会
に

お
い
て

、
市
側
よ
り
以
下
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た

。

・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設

　
に
つ
い
て
は

、
国
に
対
し

　
て

、
金
谷
と
五
和
の
二
ヶ

　
所
分
の
補
助
金
要
望
を
し

　
た
が

、
全
国
的
に
要
望
件

　
数
が
多
く

、
原
資
の
関
係

　
か
ら
二
分
の
一
に
減
額
さ

　
れ
た
た
め

、
当
初
予
定
し

　
て
い
た
今
年
度
二
ヶ
所
同

　
時
の
建
設
が
で
き
な
く
な

　

っ
た

。

・
再
度

、
国
の
補
助
金
を
受

　
け
ら
れ
る
可
能
性
は
低
い

　
た
め

、
合
併
債
と
一
般
財

　
源
に
よ
る
組
替
で
建
設
す

　
る
見
込
み

。

・
設
計
は
す
で
に
完
了
し
て

　
い
る
が

、
建
設
に
つ
い
て

　
は

、
九
月
議
会
へ
財
源
組

　
替
の
補
正
予
算
を
提
案
す

　
る

。
ま
た

、
十
一
月
議
会

　
へ
本
体
建
築
工
事
の
契
約

　
締
結
の
た
め
の
議
案
を
提

　
案
し

、
そ
れ
ぞ
れ
が
議
決

　
さ
れ
た
後

、
着
工
の
予
定

。
　
本
町
に
あ
る
金
谷
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
は

、
八
月
末
で

解
体
作
業
が
終
了
し
更
地
に

な
り
ま
し
た

。
九
月
よ
り
建

築
工
事
に
入
り
ま
す

。

　
七
月
三
十
一
日
に

、
建
築

関
係
の
入
札
が
行
わ
れ

、
建

築
工
事
は
㈱
ア
ー
ク
東
海

、

機
械
設
備
工
事
は
森
下
商
事

㈱

、
電
気
設
備
工
事
は
㈱
豊

国
電
気
と
な
り

、
合
計
約
三

億
円
の
工
事
が
発
注
さ
れ
ま

し
た

。

　
こ
れ
を
受
け
て

、
九
月
上

旬
に
は

、
地
元
住
民
へ
の
説

明
会
が
開
か
れ
る
予
定
で
す

。

金
谷
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
建
物
工
事
が

　
　
　
　
　

始
ま
り
ま
す

。

・
金
谷
地
域
交
流
セ
ン

　
タ
ー
は

、
Ｊ
Ａ
・
商

　
工
会
と
の
合
築
施
設

　
で
あ
る
た
め

、
当
初

　
の
予
定
ど
お
り
金
谷

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
の
建
設
を
先
行
す
る

。

・
五
和
地
域
交
流
セ
ン

　
タ
ー
の
建
設
は
当
初

　
計
画
で
は

、
八
月
着

　
工
↓
三
月
完
成

(

二

　
十
年
度

）
予
定
で
あ

　

っ
た
が

、
十
二
月
着

　
工
↓
八
月
完
成

（
二

　
十
一
年
度

）
に
変
更

　
す
る

。

　
　

(

約
五
ヶ
月
延
期

）

地域交流センター建設情報

五和交流センター建設予定地
８月２５日撮影

金谷地域交流センター建設現場
８月２５日撮影
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今年で１５回目となる夏祭り。
やぐらを組んでの盆踊り、各種バザー
やゲームに、浴衣を着た子供たちも
楽しそうでした。もちろん、お楽しみ
抽選会も盛り上がりました。

8/2（土）島区夏祭り・盆踊り大会

8/2（土）番生寺ふれあい夏祭り

　
毎
週
日
曜
日
の
朝
九
時

大
井
川
鉄
道
の
新
金
谷
駅

前
プ
ラ
ザ
・
ロ
コ
の
入
口

付
近
は

、
新
鮮
な
野
菜
を

求
め
る
お
客
さ
ん
で
ご

っ

た
が
え
し
て
い
ま
す

。

　
ふ
る
さ
と
神
谷
城
の
皆

さ
ん
が

、
こ
こ
で
朝
市
を

始
め
て
か
ら
今
年
で
五
年

目

。
今
で
は
常
連
の
お
客

様
も
多
く

、

「
い
つ
も
楽

し
み
に
待

っ
て
る
よ

」
と

い
う
声
に
励
ま
さ
れ

、
お

茶
の
忙
し
い
時
期
以
外
は

毎
週
開
か
れ
て
い
ま
す

。

　
Ｓ
Ｌ
の
発
着
駅
で
も
あ
り

遠
方
の
お
客
様
に
も
親
し
ま

れ
て
い
ま
す

。

　
会
員
は
神
谷
城
地
区
の
農

家
の
主
婦

、
加
工
所
も
完
備

し
て
い
ま
す

。
十
月
頃
か
ら

出
る
お
餅
や
お
は
た
き
餅
は

大
変
な
人
気
だ
そ
う
で
す

。

お
問
合
せ
は
落
合
さ
ん
へ

　
　
　
　
四
六
ー
二
○
○
六

金
谷
・
こ
こ
ろ
の
風
景
③

　
今
回
ご
紹
介
す
る
櫓
は

、

横
岡
の
火
の
見
櫓

。
横
岡

八
幡
宮
の
南
に
あ
り
ま
す

。

　
屋
根
の
曲
線
と
円
形
の
火

の
見
台

、
全
体
的
に
ス

ッ
キ

リ
と
し
た
形
が
特
徴
で

、
推

定
全
高
は
約
十
二

ｍ
で
す

。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
は

、
次
世
代
へ

繋
い
で
い
き
た
い

金
谷
の
風
景
を
紹

介
し
て
い
ま
す

。

情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い

。

９月２８日(日）

金谷ゴミゼロ運動　復活第１弾！

　
金
谷
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
委

員
会
環
境
衛
生
部
会
で
は

旧
金
谷
町
時
代
の
誇
る
べ

き
活
動
で
あ

っ
た

、
ゴ
ミ

ゼ
ロ
運
動
の
復
活
を
目
指

し
て
い
ま
す

。

　
今
年
は
そ
の
準
備
段
階

と
し
て

、
環
境
衛
生
委
員

を
中
心
と
し
た
活
動
を
行

い
ま
す

。
有
志
の
方
も
ぜ

ひ

、
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

・日時　９月２８日（日）　雨天中止
　　　　午前８時集合　午前１０時まで
・集合場所　金谷庁舎駐車場
・活動場所　県道島田金谷線
・資材はこちらで用意します。
・問い合わせ
　　　　　　鈴木武男　４５-４４１８

通行車両に最大限の注意をして、
　　　　　安全第一で活動しましょう。

8/2（土）泉町・夏祭り

　あげ灯篭に向かって投げ上げられるたくさん
のたいまつが火の粉を散らし、無事、上げ灯篭
　に火がつくと、大きな歓声があがりました。

和太鼓の演奏・
盆踊り・・夜店と
楽しい夏の夜を、
先生やお友達、
お母さんお父さ
んたちと一緒に
すごしました。

8/2（土）神谷城保育園・夏祭り

やぐらの周りには、
子供からお年寄り
まで、盆踊りの輪
が広がり、打ち上
げ花火や夜店・豪
華景品の抽選会で
盛り上がりました。

トラックの荷台に紅
白幕の特設ステー
ジでは、カラオケ
大会・銭太鼓・プロ
歌手の歌謡ショー。
打ち上げ花火や
お楽しみ抽選会も
ありました。

　大井川で亡くなった人達の供養として、
大井川の河原で昔から行われてきた、盆送りの
伝統行事・あげん台が、８月１５日、牛尾で行わ
れました。

8/10（日）

大井川
大花火大会

皆さんは、今年は
どこで見ましたか？
心配した雨もあがり、
気持ちの良い風と
クリアーな花火が
楽しめましたね。
協賛企業の皆さん
ありがとうございま
した。

この夏、こんな取り組みもありました。 　　8/7　島地区・交通安全教室
　島地区の公民館で、
交通安全教室が開か
れました。
　主催は島花みずき会
（大池和枝会長）。
交通安全協会の役員・
交通安全指導員・島自
治会の応援を得て毎年
夏休み期間を利用して

開かれています。紙芝居などもあり、出席したお年寄り
の方々、子供たちも充実した時間を過ごすとともに、
　改めて、交通安全の必要性を学びました。

　　　北五和地区の奉仕作業

　７月２７日と８月３日、
北五和地区恒例の奉
仕作業を行いました。
　写真は、大鉄福用駅
周辺の環境美化活動。
住民・老人会・小学生・
駿遠学園の生徒さんな
ど約５０名の参加で、

緑花木の剪定・ホームの花壇の植え替えを行い、終了
後、全員で「北五和音頭」を歌って交流を深めました。
　また、高熊・光明院参道入り口付近の清掃・花壇整
備や、福用南島付近の旧国道道路脇の夏草の除草
　や、道路の整備清掃作業を行いました。

東海地震　生き残るには…講習会
主催：竹下自治会・保健委員　協力：金谷コミュニティ保健福祉部会

　
竹
下
の
自
治
会
と
保
健
委
員
主
催
の

講
習
会
が

、
七
月
二
十
七
日

、
竹
下
公

民
館
に
お
い
て
開
か
れ
ま
し
た

。

　
最
初
に

、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
被
災

者
の
体
験
談
と
し
て

、
芦
屋
で
被
災
し

重
症
を
負
わ
れ
た
谷
口
多
智
子
さ
ん

（
現
在
は
金
谷
在
住

）
の
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た

。
谷
口
さ
ん
は
地

震
の
際

、
家
具
が
倒
れ
て
腕
の
靱
帯
の

切
断
と
い
う
大
怪
我
に
あ
い

、
救
護
所

で
手
当
を
受
け
ま
し
た
が

、
受
傷
者
が

多
く
し

っ
か
り
と
し
た
手
当
を
受
け
ら

れ
な
か

っ
た
た
め

、
自
力
で
大
阪
ま
で

行
き
手
術
を
受
け
ま
し
た

。
後
遺
症
を

回
避
し
全
治
す
る
ま
で
の
苦
労
話
や

、

大
震
災
で
の
医
療
の
あ
り
方

、
避
難
地

で
の
体
験
等
は
想
像
を
絶
す
る
お
話
で

、

改
め
て

、
災
害
時
の
救
助
と
地
域
の
コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た

。

　
次
に
竹
下
地
区
の
被
害
想
定

（
平
成

十
三
年
静
岡
県
東
海
地
震
被
害
想
定
調

査
結
果
―
想
定
震
度
六
弱
―

）
の
数
字

を
見
な
が
ら

、
家
具
の
固
定
の
重
要
性

や

、
地
域
の
強
い
結
束
の
必
要
性
を
学

び
ま
し
た

。

ほほえみ１０月号では、金谷の秋祭りを特集します。
各地区の情報をお寄せください。


